
Ⅸ 船員の体力について  く貨物船）  

2．貨物船（上記以外の貨物船）  

3．専用船  

4．油送船  

う．その他（兼用船，客船，ケーブル船，三   

国間就航船）  

のう区分   

にできるだけ分けて集計分析を行った。   

そこで対象になった船は表2のどとくわけら  

れた。すなわち貨物船は32隻（航路別には  

17集と1う隻にわけられる），専用船11隻，  

油送船9隻，その他8集である。   

せた文部省が1969年に発表した「体力運  

動能力調査報告書」よわ日本人平均値を引用し，   

日本人平均とした。種目については各種目独立   

して扱かい，個人の種目間の関連分析は行って   

いこなし、。  

なお握力については昨年と同様，器具の精度   

上の問題とみられる測定値のみだれがあゎ，結   

果の考察は不可能であったが，今後このような   

開港点をなく していくために，あえて発表する   

ことにした。   
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この報告は，海上労働調査報告19集（海上   

労働科学研究会報13集のう編につづくもので   

ある。この壮年体力テストの意義および測定種   

目についてほ，前回の報告を参照されたい。   

A 測定の対象   

われわれが示した測定実施方法，実施上の注意事  

項にもとづいて，会社の労務課が中心とな少，  

主として航海中の船」二で，船医又は船内衛生管  

理者が測定を実施した。1970年9月の安全   

衛生月間の行事の一環として行夜レ㍉1971  

年1月の〆切力までに60隻分が回収された。   

有効測定人数は表1のとおカであゎ1種目につ   

き約2．000名である。   

C 結果について  

職種別測定結果は表Ⅸ一3のとおカである。  

船種別測定結果は表Ⅸ－4のとお少である。  

船種別航路別測定結果は表Ⅸ－うのとお少で   

ある。  

これらを以下秤目別にみていくことにする。  

1 反復横とび（Sidcsteptest）   

㊥ 職種間の比較   

磯貝と部員を比較すると図Ⅸ－1（1）のどとく  

であゎ，1969年の測定結果と同様に職員の  

B 集計のしかた  

昨年までは船員を職種別に分けて集計分析し   

たが，今回は以卜の3稗類に分けて集計分析し   

た。す夜わち，   

① 職種別……職員と部員の2区分  

（卦 船種別……貨物船と貨物船以外の2区分  

（9 船種別航路別……1．貨物船（第4区就航  

船のうち，アフリカ，南米東岸，地中海を除  値の方が部員のそれよ力もすぐれている又はそ  

－100－   






























































